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（1）毎月５日発行　12,000部

議
所
の
事
業
活

動
に
、
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
日
本
海
東
北

道
に
お
い
て
は
、
昨
年
３
月

24
日
に
山
形
県
の
鶴
岡
〜
あ

つ
み
温
泉
IC
の
約
26
㎞
が
開

通
し
、
あ
つ
み
温
泉
IC
〜
朝

日
ま
ほ
ろ
ば
IC
の
約
40
㎞
で

は
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き

と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
、

予
想
以
上
の
速
度
で
進
ん
で

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

事
業
着
手
ま
で
は
ま
だ
ス

テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
事

業
に
着
手
さ
れ
る
と
地
域
経

済
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
、
今
後
も
早
期

完
成
に
向
け
て
、
村
上
市
を

は
じ
め
と
す
る
行
政
や
東
北

地
域
の
経
済
界
と
と
も
に
、

精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
商
業
振
興
で
は
、
昨
年
７

月
に
５
回
目
の
「
村
上
市
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
２
億
２

千
万
円
を
発
行
し
、
消
費
喚

起
と
地
域
経
済
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
は
、
愛
知
県
岡
崎

市
か
ら
始
ま
っ
た
「
ま
ち
ゼ

ミ
」
を
行
う
べ
く
準
備
を
始

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
商

店
主
や
社
員
が
知
識
や
技
術

年
頭
の
あ
い
さ
つ

謹賀新年

村上商工会議所
会頭　佐藤久也

　
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も

な
く
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
被
災
地
復
興
と

福
島
の
再
生
は
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
一
日
も
早
い
再
生
と
復

興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
村
上
商
工
会

を
そ
の
店
で
２
人
〜
10
人

位
を
対
象
に
ミ
ニ
講
習
会

を
開
く
も
の
で
、
そ
の
場

で
は
店
や
商
品
の
セ
ー
ル

ス
は
行
わ
な
い
、
ま
ず
は

入
店
し
て
も
ら
い
お
店
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

も
の
で
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

村
上
市
仏
教
会
、
村
上
高

等
職
業
訓
練
校
、
村
上
市

観
光
協
会
、
村
上
市
観
光

ガ
イ
ド
会
、
当
商
工
会
議

所
で
組
織
す
る
「
寺
社
と

歴
史
に
親
し
む
実
行
委
員

会
」
の
２
年
目
の
事
業
と

し
て
、
寺
社
参
拝
を
希
望

す
る
市
民
や
観
光
客
と
寺

社
と
の
架
け
橋
役
と
し
て

「
朱
印
承
り
ま
す
」
告
知
板

を
９
つ
の
寺
社
に
配
付
し
、

第
２
回
越
後
村
上
寺
社
検

定
で
は
９
名
の
方
々
に
認

定
書
を
授
与
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村

上
内
藤
藩
藩
祖
「
信
成
侯

没
後
４
０
０
年
祭
」
の
寺

社
巡
り
を
担
い
、
Ｔ
─
１

グ
ラ
ン
プ
リ
に
も
参
画
し

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

お
茶
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
制
作
編
集
に
参
画
し
て

い
る
村
上
市
観
光
協
会
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、

ス
タ
イ
ル
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ

ジ
ン
に
変
え
て
２
年
半
が

経
ち
、
ア
ク
セ
ス
数
も
順

調
に
伸
び
、
新
た
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
の
ア
プ
リ

「
村
上
旅
ナ
ビ
」
も
始
め
ま

し
た
。
本
年
は
、
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
関
東
圏
で
の
誘

客
活
動
に
観
光
協
会
な
ど

と
協
調
し
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
活
動
で
は
、
昨

年
１
月
の
「
第
８
回
城
下

町
し
ば
た
全
国
雑
煮
合
戦
」

に
お
い
て
３
連
覇
を
果
た

し
、「
い
い
ね
っ
か
村
上
２

０
１
２
」
は
三
面
川
中
州
公

園
で
、
県
内
外
か
ら
１
万

人
余
の
皆
さ
ま
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
青
年
部
活
動
に
期
待

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
、

緩
や
か
な
景
気
回
復
か
ら

景
気
後
退
局
面
と
の
見
方

も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
地
域
の
総
合
経
済
団

体
で
あ
る
商
工
会
議
所
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日

本
商
工
会
議
所
と
全
国
５

１
４
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
中
小
企
業

対
策
予
算
の
確
保
、
中
小

企
業
活
力
増
進
の
税
制
改

正
、
幹
線
道
路
の
早
期
整

備
な
ど
、
関
係
機
関
に
引

き
続
き
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。「
実
行
す
る
商
工

会
議
所
」
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
経
済
と
中
小

企
業
の
活
力
強
化
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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駐車場完備

村 上 ・ 小 町
̶村上伝統の味̶

http://www2.ocn.ne.jp/̃sintaku
E-mail sintaku@poem.ocn.ne.jp

謹 賀 新 年
本年もよろしくお願い申し上げます

越後村上の味 

法律相談 1月21日㈪会場  本店
年金相談 1月22日㈫会場  府屋支店
経営税務相談　お申込みの都度開催

TEL53―2181

〇〇〇しんきん無料相談室〇〇〇

・損害額を全額補償！
・幅広い保障で建物、家財、什器を手厚く
サポート
・選べる４つの契約パターン
・専用住宅、併用住宅が加入可能です

新総合火災共済

お申込は　村上商工会議所　へ
TEL  ５３－４２５７

補償先　新潟県火災共済協同組合

新酒のしぼりあがりを告げる杉玉づくり・大洋酒造

　
12
月
13
日
㈭
、
村
上
商
工
会

議
所
商
業
部
会
（
伴
田
宏
部

会
長
）、
村
上
中
小
企
業
相
談

所
主
催
で
村
上
ま
ち
な
か
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
開
催
に
向
け
て
、
第
１

回
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　「
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
通
称
『
ま
ち
ゼ
ミ
』
は
、

店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専

門
的
な
知
識
と
情
報
、
コ
ツ

を
受
講
者
（
＝
お
客
様
）
に

お
伝
え
す
る
少
人
数
制
の
ゼ

ミ
で
、
地
域
の
方
々
に
お
店

の
存
在
や
特
長
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
お
店
の

フ
ァ
ン
創
り
を
勧
め
、
個
店
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
手
法
。

　
当
日
は
、
20
名
が
参
加
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
発
祥
の
地
岡
崎

よ
り
「
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
」

代
表
の
松
井
洋
一
郎
氏
を
講

師
に
迎
え
、
岡
崎
市
の
現
状

や
開
催
し
て
い
る
ま
ち
ゼ
ミ

の
紹
介
、
効
果
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者

は
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い

た
。

　村上商工会議所では、「村上まち
なかゼミナール」と題して平成25
年４月１日から４月30日までの開
催を予定しています！開催に向けて
セミナーも引き続き開催します。詳
細は次のとおりです。『うちもやっ
てみようかな』『話だけでも聞いて
みようかな』と思われる皆様、是非
ご参加ください！
○日　時　平成25年２月５日㈫
　　　　　午後７時〜午後９時
○場　所　村上商工会議所
○参加費　無料
○講　師　岡崎まちゼミの会
　�　　　　代表　松井　洋一郎氏
　１月25日㈮までに村上商工会議所
（☎53-4257）へお申し込みください。

「
ま
ち
ゼ
ミ
」得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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し
い
ぶ
き
、
わ
た
ぼ
う
し

な
ど
も
生
産
し
て
い
ま

す
。
当
社
は
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
と
し
て
県
よ
り
認
定

を
受
け
、
農
薬
を
抑
え
た

独
自
の
特
別
栽
培
に
よ

り
、
安
全
で
良
質
な
米
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
稲
作

は
基
本
的
に
低
温
保
管
を

し
、
お
客
様
に
お
届
け
す

る
直
前
に
精
米
を
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
栽
培
し
た
農
産
物
は

ど
の
よ
う
に
加
工
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ�

　
自
社
で
栽
培
し
た
こ
が

ね
も
ち
か
ら
笹
団
子
、
ち

ま
き
、
赤
飯
、
そ
れ
か
ら

大
福
、
お
か
き
な
ど
の
商

品
を
加
工
し
て
い
ま
す
。

大
福
は
栃
や
ご
ま
、
黒
米

な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

多
く
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　�

き
ね
つ
き
餅
も
、
草
餅
に

豆
餅
、
栃
餅
、
ご
ま
餅
、

黒
米
餅
、
ま
た
お
子
様
向

け
の
カ
レ
ー
餅
な
ど
も
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　�

　
お
か
き
は
そ
の
ま
ま
食

べ
る
事
の
で
き
る
焼
お
か

き
、
あ
げ
お
か
き
、
そ
し

て
自
宅
で
火
を
入
れ
る
事

が
で
き
る
生
お
か
き
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
自
社
栽
培
の
こ

し
ひ
か
り
を
使
用
し
た
無

添
加
の
味
噌
も
製
造
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
商
品
は
ど
ち
ら
で
購

入
で
き
ま
す
か
？

Ａ�

　
八
日
市
の
当
社
で
も
購

入
で
き
ま
す
が
、
岩
船
の

加
藤
商
店
さ
ん
、
又
上
さ

ん
、
三
須
米
穀
店
さ
ん
、

田
端
町
の
八
百
金
商
店
さ

ん
、
庄
内
町
の
丸
彦
商
店

さ
ん
、
な
ど
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

Ｑ
　
岩
船
農
産
さ
ん
の
商

品
名「
め
め
よ
し
」と
は
ど

の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う

か
？

Ａ�

　「
め
め
よ
し
」
と
い
う

の
は
岩
船
の
言
葉
で
「
美

毎月５日発行　12,000部（2）

シリーズ会員さん訪問

こだわりの逸品
「めめよし」

（261）

し
い
人
」
と
い
う
意
味
で

す
。
当
社
で
生
産
、
販
売

し
て
い
る
商
品
が
色
白
で

し
っ
と
り
も
っ
ち
り
し
て

い
る
こ
と
と
か
け
て
「
め

め
よ
し
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Ｑ
　
最
後
に
一
言

Ａ�

　
当
社
で
は
生
産
か
ら
販

売
ま
で
一
貫
し
て
商
品
を

あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
農

作
物
、
加
工
品
共
に
真
心

を
込
め
た
素
朴
で
良
質
な

逸
品
ば
か
り
で
す
。
店
頭

で
お
見
か
け
の
際
は
、
是

非
こ
だ
わ
り
の
「
め
め
よ

し
」
の
味
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

取
材
に
あ
た
っ
て
：

　
代
表
の
工
藤
さ
ん
を
は
じ

め
従
業
員
の
方
に
は
繁
忙
期

に
も
関
わ
ら
ず
今
回
取
材
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
商
品
ば
か
り
の

「
め
め
よ
し
」
さ
ん
。
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
行
っ

て
い
る
た
め
素
材
本
来
の
味

が
楽
し
め
る
商
品
ば
か
り
で

す
。
お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
今
回
の
会
員
さ
ん
訪
問
は

岩
船
八
日
市
に
あ
り
ま
す
、

「
岩
船
農
産
」
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　
岩
船
農
産
さ
ん
は
農
産
物

の
生
産
か
ら
、
加
工
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
工
藤
壽
一
さ
ん
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
岩
船
農
産
さ
ん
で
農

産
物
を
栽
培
す
る
に
あ

た
っ
て
の
こ
だ
わ
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

　
当
社
は
稲
作
を
中
心
と

し
た
農
産
物
の
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
稲
作
の
栽
培
で
は

特
に
、
こ
し
ひ
か
り
、
も

ち
米
の
こ
が
ね
も
ち
の
生

産
量
が
多
い
で
す
が
、
こ

農事組合法人　岩船農産

農事組合法人 岩船農産
代表理事　工藤　壽一
村上市八日市1007-1
☎0254-56-6350
営業時間8：30〜
定休日：日祝日

（都合により変更有り）

代表の工藤壽一さん（写真中央）

おかきとあられ

作業が行われる工場内

0254-52-7000
お問い合わせは

２名様より承ります

海に沈む夕日をご覧になりながらお食事

瀬波温泉

ホテル瀬波観光

お一人様

9,050円（税込）

大川渓谷を一望に見渡す絶景の宿

会津芦ノ牧温泉

新　湯

お一人様

8,650円（税込）

村上市瀬波温泉1-2-66
TEL 0254-52-7000

福島県会津若松市大戸町芦ノ牧512
TEL 0242-92-2301

55歳以上
シニア限定プラン

ふぐ料理も
承っております。

御予約承っております。
旬の味覚を是非ご堪能下さい─。新年会

料亭 TEL 0254（52）6166能 登 新
食前酒…大吟醸付

新年あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます

村上市上町1－31　TEL53-3048　FAX53-3049

旭電工株式会社
村 上 市 塩 町 1 2 番 1 4 号
TEL（0254）５３-４２６１
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★電気・水道・空調・その他
　各種住宅設備の工事と修理

★エルピーガス・灯油販売

★住宅の省エネリフォーム

お気軽にご相談ください

　
村
上
市
仏
教
会
や
村
上
商

工
会
議
所
な
ど
５
団
体
で
構

成
す
る
、
寺
社
と
歴
史
に
親

し
む
実
行
委
員
会
（
小
坂
要

助
実
行
委
員
長
）
主
催
で
、

11
月
25
日
㈰
、
第
２
回
目
と

な
る
越
後
村
上
寺
社
検
定
試

験
が
行
わ
れ
、
県
外
１
名
を

含
む
９
人
が
受
験
し

た
。

　
今
回
は
、
商
工
会

議
所
を
試
験
会
場
に

受
験
者
が
集
ま
り
、

市
内
に
あ
る
神
社
や

寺
院
の
由
来
に
関
す

る
問
題
40
問
に
挑
ん

だ
。

　
結
果
は
、
１
０
０

点
満
点
の
プ
ラ
チ
ナ

認
定
は
い
な
か
っ
た
も
の

の
、
80
点
以
上
１
０
０
点
未

満
の
ゴ
ー
ル
ド
認
定
が
４

名
、
60
点
以
上
80
点
未
満
の

シ
ル
バ
ー
認
定
が
５
名
と
な

り
、
全
員
合
格
し
た
。

　
12
月
17
日
㈪
に
合
格
者
へ

の
認
定
書
授
与
式
が
、
商
工

会
議
所
で
開
か
れ
、
佐
藤
東

副
実
行
委
員
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
認
定
書
と
ゴ
ー
ル
ド

認
定
者
に
は
御
朱
印
帳
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
見
事
ゴ
ー
ル
ド
認
定
に
輝

い
た
、
観
光
ガ
イ
ド
会
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
武
田
良
子

さ
ん
は
、「
努
力
し
た
甲
斐

が
あ
り
、
い
い
結
果
が
出
て

本
当
に
う
れ
し
い
。
今
後
も

観
光
客
に
歴
史
あ
る
村
上
の

魅
力
を
い
っ
ぱ
い
伝
え
て
い

き
た
い
。」
と
喜
び
を
語
っ

た
。

　
授
与
式
終
了
後
に
、
歴
史

家
の
大
場
喜
代
司
氏
に
よ

る
「
藩
政
改
革
と
青
砥
武
平

治
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
史
料
に
基
づ
き
、

地じ

方か
た

官
吏
と
し
て
才
能
が

あ
っ
た
話
し
な
ど
、
合
格
者

ら
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
た
。

村上茶ムリエ講座

期　日

　■常盤園　　会場　１月23日㈬・２月17日㈰
　■冨士美園　会場　１月20日㈰・２月20日㈬
時　間　　13:30〜15:30
参加料　　800円　　定　員　各20名
申込み先　村上市観光協会　☎0254−53−2258

大人気!!
「村上茶ムリエ講座」の冬の定期開催が決定しました。
村上の町屋でお茶について、ゆっくりと語らいませんか？

─
第
２
回
越
後
村
上
寺
社
検
定
─

９
人
に
認
定
書
を
授
与

　
村
上
商
工
会
議
所
諸
業
部

会
（
小
坂
要
助
部
会
長
）
で

は
、
昨
年
、
寺
社
と
歴
史
に

親
し
む
実
行
委
員
会
で
、
市

内
47
寺
社
に
設
置
し
た
「
由

来
案
内
板
」
を
有
効
活
用

し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
の

参
拝
者
と
寺
社
と
の
架
け
橋

役
と
し
て
、「
御
朱
印
告
知

板
」
を
製
作
し
、
先
日
、
９

寺
社
に
配
付
し
た
。
御
朱
印

告
知
板
に
は
「
朱
印
承
り
ま

す
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
と

き
は
、
気
兼
ね
な
く
、
お
参

り
や
御
朱
印
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
参
拝
者
ら
は
城
下

町
村
上
の
歴
史
や
文
化
を
肌

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
村
上
商
工
会
議
所
で
は
、

こ
の
事
業
に
因
み
、
村
上
独

自
の
御
朱
印
帳
を
製
作
し
、

１
月
よ
り
市
民
や
観
光
客
な

ど
に
販
売
を
開
始
し
て
い

る
。
価
格
は
一
冊
千
円
（
税

込
）
で
、
色
は
グ
リ
ー
ン
と

ピ
ン
ク
の
２
種
類
が
あ
る
。

「
御
朱
印
帳
」
販
売
の
お
知
ら
せ

ゴールド認定書を授与される武田良子さん

色はグリーンとピンク。価格は１冊1,000円

この看板が
目印です➡



むらかみ商工会議所ニュース 2013年１月５日㈯  435号

村
上
市
史

異
聞

村上っ子のための

村上観光検定○
村上市商工観光課　課長　田嶋雄洋

【前月号の問題要旨】
⑴�「村上牛」は、現在（平成24年６月）、新潟県内の、
どこで育てられているか。
⑵�村上牛は、過去に、品質コンテストで日本一になった
ことがあるが、過去に、何回、日本一になったか。

【前月号の回答と解説】
⑴�「村上牛」は、現在、村上市、関川村、胎内市で育て
られています。答えは、③です。後継者がいないこと
もあって、牛を育てている農家が、昔より少なくなり
ました。放牧していた農家もありましたが、今は、全
て牛舎の中で育てられています。村上牛は、村上を代
表する資源の一つです。これから、さらに多くの村上
牛が育てられる環境が整備されることを願っています。
⑵�村上牛は、肉の品質コンテストで、平成８年と平成15
年に、最高賞の日本一に輝いています。答えは、②で
す。全国各地から出展された400頭の中で、１頭だけ
選ばれた１位です。関係された皆さんの今までの努力
が、全国に認められたのだと思います。しかも、２回

受賞していることは、牛を育てる知識や技術、環境整
備等も確立し、安定した品質を保っているのだと思い
ます。今後も、「ひと味違う村上牛」を育ててくださる
よう、お願いします。

【今月号の問題】
⑴�村上木彫り堆朱に関する問題です。村上の特産品となっ
ている「村上木彫り堆朱」の技（わざ）は、いつ頃から
村上に伝わり、広まっていったのでしょうか。次の中か
ら１つ選んでください。
　①江戸時代　②明治の頃　③大正の頃　④昭和の頃
⑵�村上木彫り堆朱に関する問題です。村上の特産品となっ
ている「村上木彫り堆朱」の技（わざ）は、どこから伝わっ
てきたのでしょうか。次の中から１つ選んでください。
（現在の都道府県で答えてください。）
　①東京都　②京都府　③石川県　④新潟県

（答えは次号お楽しみに!!）
（村上商工会議所観光・サービス部会　☎53−4257）

シリーズ

51

（3）毎月５日発行　12,000部

郡市内金融機関預貸状況	 単位：百万円
預金 貸出 預貸率

24年11月末 219,769 86,950 39.56%
23年11月末 218,407 88,544 40.54%

越
後
永
正
の
大
乱
と

三
面
村
の
先
祖
㈢

『
賀
越
鬪と

う

諍そ
う

記
』に
よ
れ
ば「
国
中

ノ
一
揆
、越
中
・
能
登
ノ
一
統
蜂
起

し
て
川
北
よ
り
打
ち
入
り
在
々

所
々
に
放
火
シ
兵
庫
・
長
崎
村
の

里
々
ニ
陣
ヲ
取
ル
。ソ
ノ
数
三
十

万
ト
聞
ク
、洪こ

う

波は

壑た
に

ニ
振
ウ
」

　
そ
の
数
は
三
〇
万
と
い
う
か

ら
ま
さ
に
洪
水
が
渓
間
に
溢
れ

る
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
ろ
う

が
、い
さ
さ
か
誇
大
な
形
容
で
は

あ
る
。し
か
し
、そ
う
と
う
大
規

模
な
一
揆
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
か
ろ
う
。こ
う
な
る
と
越

中
・
能
登
に
隣
接
す
る
越
後
に
も

そ
の
影
響
が
出
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。越
後
で
主
導
権
争
い
を

し
て
い
た
長
尾
為
景
と
上
杉
房

能
に
と
っ
て
、わ
け
て
い
ま
だ
勢

力
基
盤
の
薄
い
為
景
に
と
っ
て

は
脅
威
で
あ
る
。

　
一
揆
勢
の
主
力
は
加
賀
の
一

向
宗
徒
で
、武
家
政
権
を
嫌
い
、

独
自
の
権
力
基
盤
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
地
侍
を
煽
動
し
武
力

鬪
争
に
お
よ
ん
だ
も
の
だ
。加
賀

の
国
侍
遊ゆ

佐さ

や
神し

ん

保ぼ

、土ど

肥ひ

や
椎し

い

名な

ら
は
打
ち
負
け
、長
尾
能よ

し

景か
げ

（
為
景
の
父
）に
助
け
を
求
め
て

き
た
。

　
ま
た
国
主
畠
山
義
隆
は
近
江

国
か
ら
越
前
国
ま
で
逃
げ
て
流

浪
す
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
。

　
い
ま
や
一
揆
勢
に
敵
は
な
く
、

そ
の
勢
い
は
燎
原
の
火
の
ご
と

く
で
あ
っ
た
。越
後
か
ら
長
尾
能

景
が
手
勢
を
引
き
具
し
て
鎮
圧

に
く
る
と
い
う
情
報
が
伝
え
ら

れ
る
と
、

「
ご
ざ
ん
な
れ
目
に
も
の
を
見
せ

て
や
る
ほ
ど
に
」

　
と
言
い
交
わ
し
重
厚
な
布
陣

で
待
ち
か
ま
え
た
。能
景
が
何
ほ

ど
の
軍
勢
で
出
陣
し
た
か
は
知

れ
な
い
が
、な
に
し
ろ
三
〇
万
と

豪
語
す
る
一
揆
勢
が
迎
撃
す
る

の
で
あ
る
。雨
霰あ

ら
れ

の
ご
と
き
矢
と

白
い
襖
を
並
べ
た
よ
う
な
槍
の

穂
に
行
く
手
を
遮
ら
れ
、哀
れ
能

景
み
ず
か
ら
野
辺
の
露
と
な
っ

て
消
え
た
。あ
っ
け
な
い
最
後
で

あ
っ
た
。そ
の
地
は
越
中
国
蓮は

す

沼ぬ
ま

（
礪と

　な
み波
郡
埴
生
村
）と
い
う
。

　
そ
れ
が
永
正
三
年（
一
五
〇

六
）九
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ

る
。や
が
て
そ
の
影
響
が
越
後
に

飛
び
火
し
た
か
、そ
の
年
の
冬
、

南
蒲
の
五
十
嵐
や
石
田
、大
須
賀

ら
が
暴
動
を
惹お

起こ

し
た
。当
然
妻

有
の
山
吉
や
三
条
の
山
吉
ら
も
、

そ
の
騒
動
の
影
響
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
が
、そ
の
詳
細
は
あ
き

ら
か
で
な
い
。

　
し
か
し
、そ
の
騒
動
は
、間
も

な
く
為
景
に
鎮
圧
さ
れ
た
。そ
の

勝
利
の
祝
い
に
は
為
景
方
も
反

為
景
方
の
諸
将
も
二
八
名
ほ
ど

が
金
覆
輪
の
太
刀
や
糸
巻
の
太

刀
を
献
上
し
て
い
る
。本
庄
時

長
、中
条
・
色
部
な
ど
は
金
覆
輪

の
太
刀
で
あ
る
。金
覆
輪
よ
り
下

の
糸
巻
の
太
刀
を
献
上
し
て
い

る
領
主
は
、お
お
む
ね
小
領
主
か

庶
家
衆
に
多
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
太
刀
献

上
の
人
々
は
、為
景
に
臣
服
し
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、あ
く
ま

で
も
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
翌
年
正
月
早
々
に
な
る
と
為

景
は
越
中
の
滑
川
に
進
出
し
、牛

尾
砦
を
奪
取
し
た
。春
日
山
の
房

能
を
攻
め
る
た
め
後
方
の
安
全

を
確
保
し
て
お
く
こ
と
と
、阿
賀

北
の
諸
将
を
封
ず
る
た
め
で
あ

る
。こ
れ
で
そ
の
主
将
た
る
本
庄

や
色
部
は
も
首く

び

枷か
せ

を
は
め
ら
れ

た
よ
う
に
な
っ
た
し
、房
能
は
確

実
に
首
根
っ
こ
を
押
さ
え
ら
れ

た
。房
能
の
執
事
で
あ
っ
た
三
条

の
山
吉
ら
兄
弟
は
、亀
の
よ
う
に

甲
羅
を
固
め
て
い
る
し
か
な
い
。

春
日
山
で
は
と
う
て
い
抗
戦
で

き
な
い
。城
中
に
は
驚
愕
が
走

り
、落
雷
の
よ
う
に
鳴
動
し
た
。

救
援
の
な
い
籠
城
な
ぞ
で
対
抗

で
き
る
も
の
で
な
い
。負
け
戦
と

わ
か
っ
た
と
き
か
ら
城
兵
の
逃

亡
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
大
場
喜
代
司

◆試 験 日　平成25年２月24日㈰

◆試験会場　村上商工会議所
　　　　　　村上市小町4−10

◆受 験 料　２級　4,500円
　　　　　　３級　2,500円

◆申込期間　１月４日㈮〜１月25日㈮
　�締切日までに受験料を添えて当商工会議所
までお申込みください。
　�村上商工会議所のホームページからも詳細
を確認できます。

◆申込・問い合わせ先

村上商工会議所　☎53−4257

商工会議所検定試験

日商簿記検定
試験のご案内

〜知識・技能を身につけ
ステップアップ〜

新潟県の最低賃金が改正されました！
必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

最低賃金 時間額 効力発生日
新潟県最低賃金
（新潟県で働くすべての労
働者に適用されます）

689円 平成24年10月５日

新潟県電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最
低賃金

800円 平成24年12月16日

新潟県各種商品小売業
最低賃金 747円 平成24年12月29日

新潟県自動車（新車）、自
動車部分品・附属品小売業
最低賃金

801円 平成24年12月13日

■最低賃金に関するお問い合わせは
　新潟労働局賃金室（☎025-288-3504）
　又は最寄の労働基準監督署まで

〈
記
事
休
止
の
お
知
ら
せ
〉

　「
知
っ
て
ま
す
か
？
こ
ん
な
数

字
」（
電
灯
・
電
力
使
用
量
、
ガ
ス
・

上
水
道
消
費
量
、
建
築
確
認
申
請
件

数
等
）
は
、
年
末
締
切
の
関
係
で
揃

わ
な
い
デ
ー
タ
が
あ
る
た
め
、
今
月

は
お
休
み
し
２
月
号
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

村
上
商
工
会
議
所

御会席・御懐石・御慶事・御佛事

村上市寺町1―3　　　53―2015　　　53―2055
　　　http://www.matsuuraya.net

TEL FAX
URL

新年会

承り中

新大型保障プラン

普通傷害保険普通傷害保険定期保険定期保険

〒950-0078
新潟県新潟市中央区万代島 5-1　万代島ビルディング10F

新潟支社

謹
賀
新
年

む
ら
か
み
町
屋
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

新潟県　瀬波温泉

露天風呂
海の彩り 夕陽の季節

〒958-0037 新潟県村上市瀬波温泉2-10-24
 TEL．0254 -53 - 2131㈹
 FAX．0254 -53 - 2768
E-mail：taikanso@senaminoyu.co.jp
URL：http://www.taikanso.senaminoyu.co.jp

大観荘せなみの湯は

を応援しています。

会員優待料金をご用意して

1泊２食付　お一人様　8,550円（税込）
「むらかみ町屋再生プロジェクト」

むらかみ町屋再生プロジェクト　http://www.mmsp.info
●事前に予約が必要となります。
●チェックインの際に「会員証」の提示が必要です。
●１室２名様～５名様までのご利用でお願いします。
●利用除外日：土曜日、祝前日、ゴールデンウィーク、夏季特別営業日、年末年始。
●年２回までご利用頂けます。

ご
注
意

村
上
商
工
会
議
所
会
館
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

　
昨
年
10
月
よ
り
行
っ
て
き

ま
し
た
当
商
工
会
議
所
の
会

館
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し

た
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
、
会
館
内
の
ト

イ
レ
の
改
修
、
北
側
通
用
口

の
改
築
、
１
階
研
修
室
床
の

改
善
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
室
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
貸
し
出
し
規
定
、
料
金
な

ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
の
「
む
ら
か
み
商
工
会
議
所

ニ
ュ
ー
ス
」
も
今
号
で
、
４
３
５
号
を

迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
年
特
集
は
、「
地
元
酒
蔵
・

小
売
酒
販
組
合
村
上
支
部
の
担
い
手
が

村
上
の
酒
を
語
る
！
」
と
題
し
て
、
村

上
の
地
酒
に
つ
い
て
、
地
元
の
酒
蔵
、

小
売
酒
販
組
合
村
上
支
部
の
担
い
手
の

方
々
に
思
い
を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

宮
尾
酒
造
株
式
会
社
　
製
造
部

　
　
　
課
長
　
杜
氏

	

吉
　
田
　
　
　
修

大
洋
酒
造
株
式
会
社
　
営
業
部
　
課
長

	

佐
　
藤
　
雅
　
彦

株
式
会
社
地
酒
の
店
た
む
ら

	

二
ノ
瀬
　
　
　
彰

有
限
会
社
益
田
甚
兵
衛
酒
店

	

斉
　
藤
　
和
　
善

合
資
会
社
田
村
酒
店

	

加
　
藤
　
　
　
航

木
ノ
瀬
本
店

	

木
ノ
瀬
　
里
　
香

この会議所ニュースに対するご意見・ご感想
などをお聞かせください。この新聞に関する
ことなら何でも…。
抽選により、村上市内135店舗で使える
商品券２,０００円分とサケリンのプリントミニタオル１枚を
５名様にプレゼントいたします。

応募方法　メール・ＦＡＸ・郵送で、下記までお願いし
ます。

　　　　　※発表は、賞品の発送をもってかえさせて頂
きます。

　　　　　※〆切は1月10日必着。匿名でも構いませんが、
その場合、プレゼントの対象外となります。

記入内容　①住所､②氏名､③年齢､④ご意見・ご感想
送 り 先　〒958-0841　村上市小町4-10
　　　　　村上商工会議所・広報編集会議　宛
　　　　　　　cci@mu-cci.or.jp　FAX　53-0172
　　　　　 TEL　53-4257

　「
い
ま
、
日
本
酒
が
今
ま
で

に
な
い
ほ
ど
、
美
味
し
く
な
っ

て
い
る
。」

　
商
売
柄
、
日
本
酒
に
た
ず
さ

わ
る
皆
様
か
ら
、
こ
ん
な
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
割
に
、

日
本
酒
の
全
国
消
費
量
は
年
々

下
が
っ
て
い
ま
す
。
色
々
調
べ

て
み
る
と
、
気
に
な
る
要
因
を

見
付
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
多
く
の
若
者
が
、
最

初
に
口
に
す
る
日
本
酒
の
種
類

に
あ
り
ま
す
。
最
初
の
一
杯

を
、
大
手
酒
造
会
社
が
価
格
を

抑
え
る
た
め
に
、
機
械
に
よ
る

大
量
生
産
を
し
た
銘
柄
を
、
た

だ
酔
う
た
め
だ
け
に
飲
ん
で
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

お
酒
は
、
飲
み
慣
れ
た
方
用
の

お
酒
で
あ
り
、
そ
の
方
達
が
好

む
味
付
け
を
し
て
あ
り
ま
す
。

決
し
て
初
心
者
に
は
お
勧
め
で

き
ま
せ
ん
。
私
は
一
番
初
め
に

口
に
す
る
日
本
酒
は
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
、
口
に

入
れ
る
と
す
る
り
と
喉
に
消
え

る
、
綺
麗
な
味
わ
い
の
銘
柄
を

お
勧
め
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

日
本
酒
の
美
味
し
さ
が
わ

か
り
、
そ
の
先
に
あ
る
奥

深
い
世
界
を
楽
し
む
第
一

歩
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
御
存
知
の
通
り
、
村
上

の
酒
（
〆
張
鶴
・
大
洋
盛
）

は
、
一
番
初
め
に
口
に

す
る
日
本
酒
の
条
件
に
、

ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
両
銘
柄
と
も
、

全
国
で
も
上
位
に
位
置
す

る
レ
ベ
ル
の
高
い
銘
酒
で

す
。
こ
ん
な
素
敵
な
酒
を

造
る
酒
蔵
が
二
蔵
も
あ
る

「
村
上
に
居
る
だ
け
で
、ラ
ッ
キ
ー
！
」

株
式
会
社
地
酒
の
店
た
む
ら

二に

ノの

瀬せ

　
　
　
彰

あ
き
ら

　
村
上
は
気
候
風
土
に
恵
ま

れ
、
良
質
な
水
と
酒
米
の
産
地

で
あ
る
な
ど
醸
造
に
適
し
た
環

境
を
備
え
て
お
り
ま
す
。
先
ず

水
で
す
が
、
清
酒
は
そ
の
八
割

以
上
を
水
が
占
め
る
こ
と
か
ら

も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
、
酒
質
を

左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。

朝
日
連
峰
に
降
り
そ
そ
い

だ
雨
・
雪
が
地
中
へ
、
そ

れ
が
伏
流
水
と
な
り
長
い

年
月
を
か
け
て
自
然
に
ろ

過
さ
れ
ま
す
。
伏
流
水
の

成
分
は
ミ
ネ
ラ
ル
分

の
少
な
い
軟
水
で
、

酒
造
り
で
は
発
酵
が

緩
や
か
に
進
む
た
め

に
、
淡
麗
な
酒
質
と

な
り
ま
す
。

　
酒
米
は
雑
味
の
無

い
清
酒
に
す
る
た
め

に
、
玄
米
の
表
面
を

半
分
近
く
削
り
落
と
し

て
使
用
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
米
飯
用
よ
り
も

粒
が
大
き
い
「
五
百
万

石
」「
越
淡
麗
」
な
ど
の

酒
造
好
適
米
を
用
い
ま

す
が
、
岩
船
地
域
で
生

産
さ
れ
る
酒
米
は
良
質

「
気
候
風
土
、伝
承
の
技
が
生
み
出
す
村
上
の
酒
」

宮
尾
酒
造
株
式
会
社

製
造
部
　
課
長
　
杜
氏

吉よ
し

　
田だ

　
　
　
修
お
さ
む

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
村
上
は
古
く
か
ら
酒
ど
こ
ろ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
文

献
に
よ
る
と
１
６
５
２
年
に
は

旧
村
上
町
だ
け
で
も
38
の
蔵
元

が
存
在
し
て
お
り
、
当
時
の
人

口
か
ら
し
て
も
酒
造
り
が
盛
ん

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
弊
社
を
含
め
２
つ
の
蔵

元
が
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
人

口
１
人
当
た
り
の
消
費
量
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
域
で
あ
り

ま
す
。（
以
前
は
全
国
１
位
で

あ
っ
た
が
他
地
域
に
抜
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。）

　
な
ぜ
、
村
上
は
酒
造
り
が
盛

「
村
上
は
良
い
酒
の
で
ど
こ
」

大
洋
酒
造
株
式
会
社

営
業
部
　
課
長佐さ

　
藤と
う

　
雅ま
さ

　
彦ひ
こ

た
要
因
で
は
な
い
か
と
私
は
考

え
ま
す
。

　
弊
社
で
は
料
理
と
の
相
性
を

考
え
た
酒
造
り
を
基
本
と
し
て

お
り
、
飲
み
飽
き
し
な
い
酒
を

造
り
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　
村
上
は
鮭
の
ま
ち
で
す
。
昔

か
ら
の
鮭
の
調
理
法
と
し
て
は

「
塩
引
き
」
な
ど
、
塩
辛
い
味

付
け
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
塩
辛
さ
を
洗
い
流
す
為
に

も
辛
口
の
飲
み
飽
き
し
な
い
酒

が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
現
代
は
食
文
化
も
変
化
し
て

お
り
、
日
本
酒
離
れ
の
み
な
ら

ず
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
が
進
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
酒

造
り
は
大
事
な
産
業
で
あ
り
、

文
化
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
、

文
化
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
も

私
自
身
率
先
し
て
「
大
洋
盛
」

の
普
及
、
消
費
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
消
費
量
全
国
一
位
の
復

権
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
り
、
地

酒
で
乾
杯
！

村
上
の
酒
を
語
る
！

村
上
と
い
う
土
地
は
、
も
は
や

居
る
だ
け
で
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

誇
り
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
日
本
酒
を

最
初
に
口
に
す
る
皆
様
、
ど
う

か
村
上
の
酒
を
、
昔
か
ら
村
上

の
酒
と
付
き
合
っ
て
き
た
酒
店

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
最
初
の

一
杯
に
最
適
な
一
本
を
、
お
勧

め
し
て
く
れ
ま
す
。

　
私
も
そ
ん
な
酒
屋
で
い
ら
れ

る
よ
う
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
酒
造
り
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
条
件
が
揃
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
岩
船
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
に
代
表
さ
れ
る
良
質
な
米

の
産
地
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
三

面
川
な
ど
水
資
源
が
豊
富
で
し

か
も
水
質
が
よ
い
、
さ
ら
に
は

降
雪
も
そ
の
１
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
食
材
の
宝
庫
で
あ

る
事
も
酒
造
り
が
盛
ん
で
あ
っ

仕込蔵で醪
もろみ
を櫂
かい
入
い
れしている様子・宮尾酒造

　
清
酒
を
一
度
も
飲
ん
だ
事
の

な
い
若
い
人
や
女
性
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く

清
酒
を
飲
む
き
っ
か
け
が
無

か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
猪
口
で
一
杯
試
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
清
酒
は
風
土
が
創
り
出
す
も

の
で
す
。
そ
こ
に
伝
承
の
技
が

合
わ
さ
り
、「
村
上
の
酒
」
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

様
に
喜
ば
れ
愛
さ
れ
る
酒
と
な

る
よ
う
一
層
の
研
鑽
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
、
生
産
者
の
皆
様
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
良
質
な
水
と
米

で
仕
込
み
、
熟
成
さ
れ
た
清
酒

は
、
口
当
た
り
が
軽
く
き
れ
い

で
、
ふ
く
ら
み
・
や
わ
ら
か
さ

が
あ
り
後
口
の
キ
レ
も
あ
り
ま

す
（
淡
麗
旨
口
）
の
で
、
刺
身

や
魚
料
理
な
ど
の
繊
細
な
料
理

は
勿
論
、
和
洋
を
問
わ
ず
あ
ら

ゆ
る
料
理
を
よ
り
一
層
お
い
し

く
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

麹
こうじ
室
むろ
での手作業・大洋酒造
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　「
こ
れ
だ
か
ら
新
潟
の
お
客

さ
ん
は
大
変
な
ん
だ
よ
。
ご
は

ん
も
お
酒
も
美
味
し
い
と
は

言
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
・
・
。」

　
こ
れ
は
、
と
あ
る
県
外
の
旅

館
の
旦
那
さ
ん
が
実
際
に
お
話

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
新
潟

の
お
客
が
宿
泊
す
る
と
、
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ご
は
ん

（
米
）と
日
本
酒
に「
も
の
い
い
」

（5）毎月５日発行　12,000部

「
身
近
に
美
酒
を
楽
し
め
る
幸
せ
」

合
資
会
社
田
村
酒
店

加か

　
藤と
う

　
　
　
航
わ
た
る

が
入
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
米
ど
こ
ろ
・
酒
ど
こ
ろ
か
ら

来
る
お
客
に
は
、
極
力
、
美
味

し
い
も
の
を
用
意
し
て
い
る
つ

も
り
ら
し
い
の
で
す
が
、
新
潟
、

特
に
村
上
か
ら
来
る
客
は
一

番
、
味
に
う
る
さ
い
の
だ
そ
う

で
。
ど
れ
ほ
ど
、
常
に
美
味
し

い
お
米
を
食
べ
、
さ
ら
に
美
味

し
い
日
本
酒
を
呑
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
か
。
井
原
西
鶴
の「
好

　
村
上
は
、
米
も
美
味
し
く
水

も
美
味
し
い
所
で
す
。
そ
の
米

と
水
を
生
か
し
て
造
ら
れ
る
日

本
酒
は
文
句
な
し
に
美
味
し
い

で
す
。
日
本
酒
は
冠
婚
葬
祭
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
神
事

や
婚
礼
、　
祭
な
ど
、
人
が
集

ま
る
と
こ
ろ
に
は
日
本
酒
が
あ

り
ま
し
た
。
祭
や
神
事
の
多
い

こ
の
村
上
で
は
日
本
酒
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
夏
は

冷
や
し
て
、
冬
は
熱
燗
で
と
飲

み
方
を
変
え
て
、
四
季
折
々
で

す
。
集
会
や
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

な
ど
で
味
わ
っ
た
お
酒
が
美
味

し
か
っ
た
か
ら
と
お
買
い
求
め

に
な
る
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
村
上
が

認
め
ら
れ
た
よ
う
で
嬉
し
く
て

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

に

も

力

が

入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
は
も
と

よ
り
、
小
売

店
、
飲
食
店
、

ホ
テ
ル
関
係

も
、
地
元
で

愛
さ
れ
る
日

本
酒
を
勧
め

て
頂
き
た
い
。

そ
う
思
い
ま

す
。
お
酒
に

関
し
て
思
っ

て
い
る
事
は

「
酒
は
百
薬
の

長
」
の
言
葉

通
り
、
適
量

以
上
を
呑
め

ば
毒
と
な
り

以
降
呑
め
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
覚

え
て
い
な
い
」
ま
で
い
か
ぬ
よ

う
に
呑
ん
で
頂
き
た
い
と
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、

若
い
方
は
日
本
酒
を
飲
ま
れ
る

方
が
少
な
く
、
歳
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
日
本
酒
を
飲
む
方
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
酒

は
、
人
生
を
深
く
生
き
て
き
た

大
人
が
飲
む
の
が
【
か
っ
こ
い

い
】
と
私
は
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
若
い
方
に
も
飲
ん
で
頂
き

た
い
。
女
性
に
も
飲
ん
で
頂
き

た
い
。【
か
っ
こ
い
い
】
大
人

に
な
る
為
に
日
本
酒
を
飲
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
こ
の
村

上
で
育
ま
れ
た
日
本
酒
の
味
を

覚
え
て
頂
き
た
い
。
そ
う
思
い

ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
が
村
上
に
来
て
９
年
に
な

り
ま
す
。
初
め
て
村
上
に
来
た

時
、「
村
上
の
方
々
は
よ
く
お

酒
を
飲
む
な
ぁ
」
と
言
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。
村
上
で
過
ご

す
う
ち
に
、
村
上
大
祭
、
七
夕

祭
り
、
瀬
波
大
祭
、
岩
船
大
祭

と
い
う
伝
統
行
事
が
あ
り
、
秋

に
は
三
面
川
に
鮭
が
の
ぼ
り
、

豊
富
な
海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
が
あ
る
か

ら
こ
そ
地
酒
も
愛
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
村
上
の
美
味
し
い
米
と
綺
麗

な
水
は
、
お
酒
造
り
に
と
て
も

適
し
て
い
ま
す
。

　
村
上
の
お
酒
は
淡
麗
辛
口
、

味
わ
い
に
奥
行
き
が
あ
り
、
料

理
と
の
相
性
が
と
て
も
良
い
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
美
味
し
さ

は
全
国
的
に
も
認
め
ら
れ
、
県

内
外
で
も
大
変
人
気
が
あ
り
ま

す
。
一
言
で
地
酒
と
言
っ
て
も

大
吟
醸
酒
、
吟
醸
酒
、
純
米
酒
、

本
醸
造
酒
、
普
通
酒
な
ど
様
々

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
飲
み
方

に
も
常
温
、
冷
や
、
お
燗
な
ど
、

同
じ
お
酒
で
も
温
度
に
よ
っ
て

味
わ
い
が
変
わ
る
の
も
特
徴
で

す
。

　
ま
た
四
季
折
々
の
旬
の
お
酒

を
飲
む
こ
と
で
、
季
節
を
楽
し

「
地
酒
を
通
じ
て
村
上
の
魅
力
を
発
信
」

有
限
会
社
益
田
甚
兵
衛
酒
店

斉さ
い

　
藤と
う

　
和か
ず

　
善よ
し

木
ノ
瀬
本
店

木き

ノの

瀬せ

　
里り

　
香か

「
地
元
清
酒
に
対
す
る
私
の
思
い
」

地酒で乾杯

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
家

族
や
友
人
な
ど
で
酌
み
交
わ

し
、
語
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
大
切
な
時
間
が
も
て
る
の
も

地
酒
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
最
近
で
は
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

で
地
酒
を
飲
ん
だ
り
、
日
本
酒

で
造
っ
た
梅
酒
も
味
わ
い
深
く

と
て
も
人
気
で
す
。

　
若
い
方
々
に
も
地
酒
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
事
で
、
２
月
に
は
村
上
小
売

酒
販
組
合
で
「
村
上
二
大
酒
蔵

　
酒
の
陣
」
と
い
う
地
酒
を
楽

し
む
会
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　
村
上
の
伝
統
文
化
と
深
い
繋

が
り
が
あ
る
地
酒
文
化
。
た
く

さ
ん
の
方
々
に
、
村
上
の
地
酒

を
通
じ
て
村
上
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

会場では、
各蔵元の「大吟醸」
はじめ様々な

お酒が試飲できます！
是非ご来場ください！

第６回 村上の地酒を楽しむ会
～２大酒蔵 酒の陣～ 開催決定！

日時 平成25年２月21日㈭
午後４時～午後８時（受付７時30分迄）

村上市田端町３-41　☎52-2010

※利き酒選手権　午後５時～午後６時まで（先着50名様）

※飲酒運転は法律で禁止されています。当日は、お車・バイク・自転車でのご来場はご遠慮ください。

会場

主催

タウンホテル村上

宮尾酒造株式会社・大洋酒造株式会社
小売酒販組合村上支部

チケット料金
お一人様　2,000円

チケット取扱店・お問い合わせ
最寄りの酒販店

※販売期間　平成25年１月20日㈰～平成25年２月14日㈭

混雑が予想
されますので、
お早めのご来場を
オススメします！

今年は形式を変えて開催！

一昨年新設した｢和水蔵 ｣・大洋酒造。多くの観光客が訪れている

色
一
代
女
」
で
は
、

「
口
に
合
わ
な
い
京

都
の
酒
の
替
り
に

国
元
の
村
上
の
酒

を
呑
む
」
と
い
う

件
が
あ
り
ま
す
が
、

正
に
こ
の
こ
と
と

感
じ
、
可
笑
し
い

な
と
思
い
つ
つ
も

自
分
が
日
々
取
り

扱
う
村
上
の
清
酒

に
、
よ
り
一
層
の

誇
り
を
感
じ
ま
し

た
。

　
逆
に
県
外
か
ら

お
い
で
に
な
り
、
お
土
産
に
と

清
酒
を
購
入
さ
れ
て
行
く
方
は

か
な
り
多
く
、
村
上
の
清
酒
の

人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
つ
ま
り
は
、
ど
れ
だ
け
村
上

の
皆
さ
ん
が
日
本
酒
に
優
遇
さ

れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
た
と
え
ば
、
同
じ
新
潟
県
内

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
土
地
に
誇

れ
る
日
本
酒
を
醸
造
す
る
蔵
が

無
い
、
な
ん
て
こ
と
も
酒
屋
業

界
で
は
よ
く
耳
に
す
る
話
で

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
村

上
に
は
県
を
代
表
す
る
酒
蔵
が

二
つ
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
蔵
が
織
り
成
す
伝
統
の
技

で
醸
し
出
さ
れ
た
美
酒
を
、
身

近
に
楽
し
め
る
と
い
う
幸
せ
が

こ
こ
村
上
に
は
あ
り
ま
す
。

　「
日
本
酒
で
乾
杯
！
」

最
初
の
一
杯
を
ま
ず
日
本
酒
で

楽
し
む
こ
と
を
お
奨
め
し
て
い

ま
す
！

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

田村酒店オリジナルの各酒蔵の甚吉袋

新年を祝して毎年鏡開きを行う
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村
上
商
工
会
議
所

会

頭

佐
　藤
　久
　也

㈱
大
観
荘

村
上
商
工
会
議
所

副
会
頭

齊
　藤
　
　
　茂

旭
電
工
㈱

村
上
商
工
会
議
所

副
会
頭

益
　田
　茂
　彦

大
洋
酒
造
㈱

村
上
商
工
会
議
所

副
会
頭

齋
　藤
　忠
　義

村
上
信
用
金
庫

村
上
商
工
会
議
所

専
務
理
事

板
　垣
　昭
　彦

村
上
商
工
会
議
所

村
上
商
工
会
議
所

監

事

渡
　辺
　義
　之

㈱
わ
ら
竹

村
上
商
工
会
議
所

監

事

宮
　尾
　行
　男

宮
尾
酒
造
㈱

村
上
商
工
会
議
所

監

事

加
　藤
　幹
　司

㈱
加
藤
組

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

舩
　山
　由
喜
男

㈱
会
津
屋

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

川
　崎
　
　
　久

㈲
カ
ネ
ダ
イ
川
崎
商
店

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

西
　坂
　
　
　寛

㈱
西
坂
家
具
店

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

村
　山
　信
　吉
㈲
村
恭

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

大
　滝
　徳
　蔵

大
滝
自
動
車
工
業
㈱

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

伴
　田
　
　
　宏
㈱
又
上

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

長
谷
川
　良
　夫

㈿
村
上
商
業
開
発

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

永
　田
　政
　義
㈱
永
徳

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

川
　村
　卯
　一

司
法
書
士
川
村
卯
一
事
務
所

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

山
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　世
津
子

㈱
新
多
久

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

山
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　勉

㈲
能
登
新

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

吉
　田
　雅
　博

㈲
吉
田
屋

平成 25 年元旦

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

泉
　田
　喜
　文

㈱
第
四
銀
行
村
上
支
店

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

川
　上
　伊
登
志

㈱
川
上
製
作
所

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

今
　井
　栄
　一

㈱
大
進
建
設

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

髙
　橋
　賢
　一
㈱
高
建

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

鷲
　尾
　恒
　美

㈱
鷲
尾
組

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

郷
　内
　秀
　樹

㈱
ア
サ
ヒ
ゴ
ー
ナ
イ

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

小
　坂
　要
　助
小
坂
園

村
上
商
工
会
議
所

常
議
員

佐
　藤
　好
　一

新
発
田
ガ
ス
㈱
村
上
支
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

立
　花
　俊
　将

㈱
一
貫
屋
ス
ト
ア
ー

村
上
商
工
会
議
所

議

員

佐
久
間
　成
　一

㈱
サ
ク
マ

村
上
商
工
会
議
所

議

員

岩
　田
　孝
　義

㈱
酒
の
か
ど
や

村
上
商
工
会
議
所

議

員

佐
　藤
　
　
　博

新
保
屋
家
具
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

加
　藤
　邦
　男

㈲
総
合
食
品
加
藤
商
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

成
　田
　昭
　一

成
田
屋
菓
子
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

竹
　内
　新
　一

㈲
新
飯
田
屋

村
上
商
工
会
議
所

議

員

藤
　井
　昭
　弘

㈲
花
の
ふ
じ
井

村
上
商
工
会
議
所

議

員

大
　滝
　達
　也

㈱
丸
大
大
滝
商
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

宮
　本
　慶
　太
㈱
宮
作

村
上
商
工
会
議
所

議

員

早
　福
　正
　幸

村
上
新
聞
販
売
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

斎
　藤
　与
志
守

㈲
あ
め
や

村
上
商
工
会
議
所

議

員

深
　田
　
　
　稔

㈾
肴
町
主
食

村
上
商
工
会
議
所

議

員

加
　藤
　悦
　郎

㈾
田
村
酒
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

大
　杉
　尚
　裕

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
イ
オ
ン
村
上
東
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

松
　澤
　昌
　雄

㈱
松
沢
商
会
村
上
営
業
所

村
上
商
工
会
議
所

議

員

池
　田
　恵
　一

㈲
堆
朱
工
芸
社
　池
田
屋

村
上
商
工
会
議
所

議

員

石
　田
　智
　久

お
も
て
な
し
の
宿
石
田
屋

村
上
商
工
会
議
所

議

員

酒
　井
　浩
　之

㈱
タ
ウ
ン
ホ
テ
ル
村
上

村
上
商
工
会
議
所

議

員

野
　本
　恒
　夫

野
本
恒
夫
税
理
士
事
務
所

村
上
商
工
会
議
所

議

員

山
　口
　一
　男

㈱
北
越
銀
行
村
上
支
店

村
上
商
工
会
議
所

議

員

平
　間
　保
　智

㈲
扇
屋
旅
館
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田
端
町

小
国
町

上
片
町

岩
船
上
町

小
国
町

久
保
多
町

㈾

川

内

商

店

瀬

賀

商

店

㈱
一
貫
屋
ス
ト
ア
ー

㈲
総
合
食
品
加
藤
商
店

㈱
総
合
食
品
さ
い
と
う

千

縄

屋

村
上
青
果
買
参
組
合

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

新
潟
支
社
長

新
発
田
営
業
所
長

島

田

久

巳

杉

崎

勇

二

村
上
青
色
申
告
会

会

長

副
会
長

副
会
長

成

田

昭

一

川

村

徳

幸

鈴
　
木
　
八
五
男

村
上
市
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

近

藤

正

敏

益

田

良

一

室

橋
　
　

正

稲

垣

晴

一

村
上
駅
前
通
り
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

石

田

勝

雄

鈴

木

和

幸

深

田 

　

稔

㈳
村
上
法
人
会

会
　
　
　
長	

齊

藤
　

茂

副
　
会
　
長	

三

原

　

栄

副
　
会
　
長	

山

田

在

敬

副
　
会
　
長	

板

垣

一

夫

副
　
会
　
長	

齋

藤

忠

義

副
　
会
　
長	

今

井

栄

一

副
　
会
　
長	

横

井

修

次

副
　
会
　
長	

齋

藤

義

勝

副
　
会
　
長	

山

𥔎

秀

雄

村
上
鮭
加
工
業
組
合

会

長

副
会
長

永

田

政

義

伴

田
　
　

宏

村
上
岩
船
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

幹

事

髙

橋

賢

一

本

保

　

研

村
上
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

幹

事

会

計

齋

藤

文

一

高

橋

政

之

磯

部

平

治

村
上
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

幹

事

加

藤

治

郎

菅

原

惠

子

本年もよろしく
お願い致します

村上商工会議所 職員一同

一
般
社
団
法
人
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

理
　
事
　
長
　
加
藤
善
典

直
前
理
事
長
　
佐
藤
一
治

副
理
事
長
　
郷
内
　
学

副
理
事
長
　
宮
尾
佳
明

副
理
事
長
　
太
田
孝
二

専
務
理
事
　
齊
藤
　
源

事
務
局
長
　
平
山
竜
也

平成 25 年元旦

村
上
商
工
会
議
所
青
年
部

会
　
　
　
長
　
伊
与
部
恵
一

副
　
会
　
長
　
天
井
英
二

副
　
会
　
長
　
木
村
哲
也

副
　
会
　
長
　
髙
橋
　
潔

副
　
会
　
長
　
佐
藤
雅
彦

村
上
商
工
会
議
所

議

員

菅
　原
　貞
　司

㈱
岩
船
港
鮮
魚
セ
ン
タ
ー

村
上
商
工
会
議
所

議

員

前
　沢
　一
　郎

㈲
大
和
屋
旅
館

村
上
商
工
会
議
所

議

員

佐
　藤
　元
　平

リ
ブ
イ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
㈲

村
上
商
工
会
議
所

議

員

浅
　野
　謙
　一

㈱
ホ
テ
ル
汐
美
荘

村
上
商
工
会
議
所

議

員

小
　山
　鍈
治
郎

㈱
ア
セ
ッ
ク

村
上
商
工
会
議
所

議

員

津
　島
　重
　敏

㈲
津
島
建
設

村
上
商
工
会
議
所

議

員

富
　樫
　重
　晴

㈱
富
樫
組

村
上
商
工
会
議
所

議

員

中
　山
　和
　久

㈱
中
山
商
会

村
上
商
工
会
議
所

議

員

石
　原
　
　博
　

パ
ル
ス
電
子
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

齋
　藤
　三
　善

村
上
印
刷
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

瀬
　賀
　俊
　也

山
新
林
業
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

山
ノ
井
　一
　夫

㈱
ヤ
マ
ノ
イ

村
上
商
工
会
議
所

議

員

本
　間
　
　
　誠

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
村
上
営
業
所

村
上
商
工
会
議
所

議

員

高
　橋
　ム
ツ
子

㈱
瀬
波
タ
ク
シ
ー

村
上
商
工
会
議
所

議

員

鈴
　木
　敏
　明

㈱
山
木
組

村
上
商
工
会
議
所

議

員

富
　樫
　克
　行

㈱
ル
ミ
ナ
ス
ジ
ャ
パ
ン

村
上
商
工
会
議
所

議

員

皆
　川
　政
　男

村
上
中
越
運
送
㈱

村
上
商
工
会
議
所

議

員

飯
　嶋
　
　久
　

冨
士
美
園
㈱

村
上
商
工
会
議
所

参

与

三
　浦
　
　仁
　

㈱
き
ら
や
か
銀
行
村
上
支
店

村
上
商
工
会
議
所

参

与

中
　澤
　隆
　史

㈱
大
光
銀
行
村
上
支
店

村
上
商
工
会
議
所

参

与

小
　山
　英
　哲

㈱
ア
イ
テ
ッ
ク

村
上
商
工
会
議
所

参

与

國
　吉
　昌
　良

㈱
サ
ン
エ
コ
ー

村
上
商
工
会
議
所

参

与

佐
　藤
　
　
　東

東
北
電
力
㈱
村
上
営
業
所

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

大
　滝
　哲
　也

大
滝
自
動
車
工
業
㈱

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

菅
　原
　喜
　郎

菅
原
理
容
所

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

竹
　内
　
　経
　

㈱
千
経

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

川
　村
　厚
　之

土
地
家
屋
調
査
士

　川
村
厚
之
事
務
所

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

菅
　原
　惠
　子

㈱
新
潟
フ
ラ
ワ
ー
ジ
ャ
パ
ン

村
上
市
商
店
会
連
合
会

会

長

副
会
長

美

野

　

典

板

垣

鐵

弥

会

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

吉

田

雅

博

浅

野

謙

一

加

藤

英

人

曽

川

　

悟

山
　
田
　
俊
治
郎

益

田

茂

彦

村
上
市
観
光
協
会

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

川
　村
　澄
　男

肉
の
川
村

村
上
商
工
会
議
所

小
規
模
振

興
委
員

佐
　藤
　
　学
　

㈱
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
プ
新
潟

※
法
人
会
は
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
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わたしのお母さん

山辺里小学校　２年　小
こ

池
いけ

　なお

シリーズ

子どもの目子どもの目

シリーズがんばってます
（340）

「家業を守りたい」

　
は
じ
め
ま
し
て
、
小
国
町

の
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
ケ
シ
で

父
と
祖
母
と
一
緒
に
仕
事
を

し
て
い
ま
す
近
藤
慶
子
と
申

し
ま
す
。

　
私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
父

が
理
容
の
仕
事
を
し
て
い
る

姿
を
見
て
、
私
も
「
父
の
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、

昨
年
の
秋
か
ら
通
信
の
理
容

美
容
専
門
学
校
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
店
は
、
祖
父
の
代
か
ら

始
ま
り
、
父
に
受
け
継
が
れ

将
来
私
が
理
容
の
資
格
を

取
っ
た
ら
三
代
目
と
し
て
こ

の
店
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
ケ
シ

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
資
格
を
取
っ
た

ら
父
と
一
緒
に
ず
っ
と
同
じ

道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
し
、

私
は
父
を
超
え
た
い
で
す
。

　
こ
の
秋
に
エ
ス
テ
の
資
格

を
取
れ
た
の
で
今
で
は
理
容

の
勉
強
も
し
な
が
ら
店
で
エ

ス
テ
を
し
て
い
ま
す
。
１
番

う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
私
の

友
達
や
初
め
て
エ
ス
テ
に
来

た
お
客
さ
ん
に
「
気
持
ち
良

か
っ
た
よ
。ま
た
来
ま
す
ね
」

と
言
わ
れ
た
時
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
多

く
の
方
々
に
気
軽
に
来
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
私
は
、
店
に
出
て
お
客
さ

ん
に
対
し
て
の
接
客
や
昔
か

ら
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の

あ
り
が
た
み
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
先
も
学
ぶ
こ
と
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
学
ん
だ

HAIR SALON タケシ

近
こん

藤
どう

　慶
けい

子
こ
（19才）

村上市小国町4-13
☎0254-52-6013

こ
と
を
将
来
私
が
継
い
だ

時
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
色
々
と
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
逃
げ
ず

に
乗
り
越
え
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
ケ
シ

と
い
う
一
つ
の
理
容
店
と

し
て
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

　
わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
、

や
さ
し
い
時
と
お
こ
る
時

が
あ
り
ま
す
。
お
こ
る
時

が
あ
っ
て
も
、
わ
た
し
は
、

お
母
さ
ん
が
大
す
き
で
す
。

　
お
母
さ
ん
は
、
毎
日
わ

た
し
た
ち
の
食
べ
た
お
さ

ら
を
あ
ら
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
た

ま
に
お
手
つ
だ
い
を
し
ま

す
。
む
ず
か
し
い
か
ら
、

た
ま
に
手
が
す
べ
り
そ
う

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
お
母
さ
ん
の
ま
ね

を
し
て
、
ど
う
に
か
で
き

た
ら
、
お
母
さ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
お
母
さ
ん
は
、
ふ
く
を

作
る
し
ご
と
を
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
が
一
年
生
の

時
、
体
そ
う
ぎ
ぶ
く
ろ
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で

き
上
が
る
の
が
た
の
し
み

で
、
い
つ
も
、

「
ま
だ
、
ま
だ
。」

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
に
、

「
ま
だ
だ
よ
。」

と
わ
ら
い
な
が
ら
い
わ
れ

ま
し
た
。
で
き
上
が
っ
た

時
は
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
せ

て
あ
げ
ま
し
た
。
か
わ
い

い
ピ
ン
ク
の
う
さ
ぎ
の
ふ

く
ろ
で
し
た
。

　
お
母
さ
ん
は
、
わ
た
し

と
い
も
う
と
の
お
せ
わ
を

し
た
り
、
お
し
ご
と
や
お

う
ち
の
こ
と
を
し
た
り
し

て
た
い
へ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
た
く
さ
ん
手
つ
だ
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
、
大
す
き
で

す
。

from
青年部

１月13日㈰　第９回城下町しばた全国雑煮合戦
目指せ優勝！村上の味で！

野
菜
ひ
ろ
ば
大
町
店

（
野
菜
、
惣
菜
販
売
（
委
託
））

山
田
　
美
幸
／
大
町

ク
レ
ド
・
リ
ゾ
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

（
夕
幸
の
森
）

（
旅
館
、
ホ
テ
ル
業
）

脇
本
　
正
義
／
瀬
波
温
泉

建
築
塗
装
　
巧
和（

建
築
塗
装
）

忠
　
智
洋
／
山
辺
里

tra
tto

ria
3
6
0

°

（
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ブ
ロ
ク
）

（
飲
食
業
）

佐
藤
　
隆
幸
／
田
端
町

ラ
ン
チ
・
カ
フ
ェ
バ
ー

Ｐ
Ａ
Ｓ
☆
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

（
飲
食
業
）

石
田
　
昌
文
／
飯
野
３

富
士
火
災
海
上
保
険
㈱新潟

支
店

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
）

百
瀬
　
正
彦

／
新
潟
市
中
央
区
東
万
代
町

　
当
所
で
は
、
新
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り

合
い
の
方
で
当
所
に
未
加

入
の
事
業
所
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

新
会
員
紹
介

制　度　融　資
◆村上市中小企業振興資金　申込みは取扱金融機関へ
◆村上市地方産業育成資金　申込みは取扱金融機関へ
　決裁日 1月 7日㈪・21日㈪
◆マル経資金（無担保無保証人）　随時申込受付中
※ご相談・お問い合わせは
　村上商工会議所　☎ 53 − 4257 へ

定例無料相談日　※ 全て事前予約が必要です。
◆日本政策金融公庫
　（国民生活事業） 1 月 17 日㈭ 10：30 〜 12：00
　（中小企業事業） 1 月 10 日㈭ 10：30 〜 12：00
◆新潟県信用保証協会 1 月 8日㈫ 10：00 〜 12：00
◆弁護士（法律等）相談 2 月 21 日㈭ 一週間前まで要予約
◆弁理士（特許等）相談 未定

　
こ
ん
に
ち
は
。
村
上
商

工
会
議
所
・
小
規
模
企
業

振
興
委
員
の
大
滝
哲
也
と

申
し
ま
す
。

　
私
は
東
京
で
カ
ー
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
勤
務
し
17
年
前
に

村
上
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
の
間
、

自
動
車
整
備
、
販
売
業
を
主

力
と
す
る
弊
社
の
事
業
に

対
し
、
こ
の
地
域
の
多
く
の

方
に
支
え
て
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
新
参
者
な
が

ら
旅
行
業
も
ス
タ
ー
ト
し
、

関
係
者
か
ら
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
日
々
奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
多
く
の
方
々
よ
り
受

け
取
っ
た
恩
を
、
会
社
の

事
業
や
所
属
す
る
団
体
で

の
活
動
を
通
し
て
恩
返
し

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
滝
自
動
車
工
業
㈱

大
滝
　
哲
也

　
村
上
市
仲
間
町

一
枚
下
り
６
３
９
─
46

　
☎
52
─
６
６
２
２

※�

小
規
模
企
業
振
興
委
員
は
、
事
業
者

と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で

す
。
経
営
（
金
融
・
労
務
・
税
務
・
情

報
化
な
ど
）
の
ご
相
談
な
ど
を
気
軽

に
振
興
委
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
等
と
と

も
に
情
報
提
供
や
解
決
に
あ
た
り
ま

す
。

事
業
者
と
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

小
規
模
企
業
振
興
委
員
で
す
！
⑥

新年会員大会
日　　時　平成25年１月24日㈭　午後３時30分から受付
　　　　　・セレモニー：午後４時〜午後４時30分
　　　　　・記念高座：三

さんりゅうていらくらく

流亭楽々による日本一？
　　　　　　　　　　　笑えてためになる落語
　　　　　　　　　　　午後４時40分〜午後５時40分
　　　　　・新年交流会：午後６時〜午後７時30分
会　　場　大観荘せなみの湯
参加資格　�村上商工会議所会員事業所役員・従業員及び入会希望事業

所の方
参 加 費　１名様　5,000円
申 込 み　�参加費を添えて当商工会議所（☎53−4257）にお申し込みく

ださい。

　毎年恒例の異業種交流
会です。皆様ふるってご
参加ください。

村上商工会議所　平成25年

ご案内

●
九
重
園

●
大
滝
商
店

●
や
ま
だ
や

●
松
本
園

●
本
田
電
機

風
月
堂
●

労
金
●

瀬
賀
商
店
●

丹
羽
せ
と
も
の
店
● ★
HAIR SALON
タケシ

　今年の雑煮合戦村上YEGブース料理長を担当させていただきます紙風船の佐藤真です。
　昨年３連覇を成し遂げた雑煮合戦ということで周りの方からは４連覇に向けての激励
の言葉などを頂き、たいへんプレッシャーを感じております。
　今回、料理長を務めるにあたり、私は４連覇への目標はもちろん、村上の食材をPRし、
お客さまへ満足していただけるような一品を作る事を心掛けました。
　今回味のベースとなる出汁には牛テールから10時間以上かけてとったスープを用いま
す。その出汁に冨士美園さんの雪国紅茶と村上牛を組み合わせ、焼き・煮るという工程を
経て、切り口は担当の情熱ふれあい委員会シンボルカラー「情熱の紅（あか）」になるよ
うに仕上げました。さらに蓮根を揚げておしゃぎりに見立て地元食材もふんだんに使い、
味はもちろん見た目にも村上らしさを感じていただける一杯が完成しました。
　村上の名産品を活かし自信をもって優勝を狙
える雑煮です。この雑煮村上YEGブースでしか
実現できない価格で本気で優勝を目指していま
す。どうぞ応援よろしくお願いします。

（定期預金のみ）

事務局／村上市小町4-10
商工会議所内☎（0254）53-4257

中央スタンプ3つのご利用方法
本年もよろしくお願い申し上げます

平日・休日（日～金）限定（※年末年始は除きます。）

ご夕食はお食事処での提供
スペシャルデーあり!! 9,800（税込）

円～

〒９５８-００３７　新潟県村上市瀬波温泉２丁目９番３６号
TEL.0254（53）4288 ㈹ FAX.0254（52）5285

《予約専用》

0254（53）5858

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

期間：平成24年11月19日㈪～平成25年2月28日㈭まで

選
べ
る
あ
っ
た
か
鍋
料
理
。

※写真は2人前となります。
※鍋はグループ様ごとに1種類でお願いいたします。

朝日産豚の
豆乳しゃぶしゃぶ

海鮮カニ鍋

ハタハタ雷鍋

「味の王様」冬の“湯けむり”会席
選べる 鍋料理と豪快舟盛り付き!!

お一人様１泊２食付
４名様以上１室

会　場　新発田市中央公園および
　　　　新発田市カルチャーセンター
日　時　平成25年１月13日㈰　10:00〜15:00
雑煮名　真の王道！「紅」の村上牛雑煮 価格500円➡


